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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止

に
向
け
た
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
と
知
事

の
決
意
を
問
う
。

Ａ　

記
者
会
見
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て

手
洗
い
の
励
行
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど

の
予
防
策
を
県
民
に
呼
び
か
け
、
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
、県
有
施
設
の
臨
時
休
館
、

学
校
の
臨
時
休
業
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
県
民
一
人

ひ
と
り
が
意
識
し
て
適
切
な
行
動
を
取

る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
。
引
き
続
き

先
頭
に
立
っ
て
感
染
拡
大
を
防
止
し
、

県
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め

全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

長
期
無
業
者
の
就
労

支
援
強
化
と
農
業
分

野
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

心
理
相
談
、
就
労
体
験
の
実
施
等
の
就

労
支
援
を
行
い
、
過
去
５
年
間
で
２
，

１
４
９
人
が
就
職
、
う
ち
28
人
が
農
業

分
野
に
就
職
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
支

援
対
象
年
齢
を
こ
れ
ま
で
の
39
歳
か
ら

49
歳
ま
で
広
げ
支
援
を
強
化
し
た
い
。

農
業
分
野
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る

た
め
、
地
域
ご
と
の
農
業
分
野
の
人
材

ニ
ー
ズ
に
関
す
る
情
報
を
活
用
し
、
就

労
体
験
の
受
け
入
れ
先
を
拡
大
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち
が
万
一

災
害
等
に
あ
っ
た
と

き
、
今
あ
る
危
険
か

ら
身
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
「
実
践
的
な

防
災
教
育
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

防
災
教
育
は
、
児
童
生
徒
が
自
ら

適
切
な
判
断
で
危
険
を
避
け
る
行
動
が

で
き
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が

最
終
的
な
目
的
だ
。
県
教
育
委
員
会
は

こ
う
し
た
力
が
身
に
付
く
よ
う
、
消
防

士
の
指
導
に
よ
る
実
践
的
な
訓
練
や
防

災
の
専
門
家
に
よ
る
講
話
な
ど
を
通

じ
、
最
新
の
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
た

実
践
的
な
防
災
教
育
を
推
進
し
て
い

く
。

志
願
割
れ
が
生
じ
て

い
る
輝
翔
館
中
等
教

育
学
校
へ
の
支
援

と
、
今
後
の
支
援
の

あ
り
方
や
活
性
化
の
方
策
を
問
う
。

Ａ　

平
成
26
年
度
か
ら
、
他
の
県
立
高

校
に
先
駆
け
て
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
や
電
子
黒
板
を
導
入
し
、
探
究
的
な

学
習
を
支
援
し
て
き
た
。
さ
ら
に
今
後

は
、
外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
事
業
や

英
語
教
育
の
充
実
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
も
学
校
活
性
化
の
取
り
組

み
と
し
て
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
寄

宿
舎
入
寮
の
条
件
緩
和
な
ど
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
方
策
も
検
討

し
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
定
住
に
向
け
た

支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

起
業
を
目
指
す
隊
員
に
必
要
な
手

続
き
や
補
助
金
な
ど
の
知
識
を
学
ん
で

も
ら
う
「
起
業
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実

施
し
、
経
営
・
創
業
の
相
談
を
受
け
る

関
係
機
関
と
連
携
し
て
希
望
の
分
野
や

起
業
準
備
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
き
め

細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
は
県
職
員
が
各
地
域
に
赴
き
、
隊

員
と
面
談
し
て
要
望
を
く
み
上
げ
る

「
地
域
と
け
こ
み
応
援
」
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
は
受
入
れ
団
体
の
担

当
者
を
対
象
と
し
た
研
修
等
の
内
容
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。県

立
山
田
高
校
の
跡

地
利
活
用
に
係
る
嘉

麻
市
の
基
本
計
画
実

施
の
た
め
の
対
応
に

つ
い
て
。

Ａ　

昨
年
３
月
に
嘉
麻
市
が
策
定
し

た
基
本
計
画
に
よ
り
、
山
田
高
校
跡
地

の
活
用
に
向
け
た
、
よ
り
具
体
的
な
プ

ラ
ン
が
示
さ
れ
た
。
山
田
高
校
跡
地
の

校
舎
は
老
朽
化
が
著
し
く
進
ん
で
お

り
、
校
地
の
一
部
に
つ
い
て
は
学
校
設

立
時
の
旧
山
田
市
か
ら
の
寄
附
条
件

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
来
年
度

以
降
に
校
舎
を
解
体
し
て
い
く
予
定

で
あ
り
、
引
き
続
き
嘉
麻
市
と
跡
地
の

有
効
活
用
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て

い
く
。

海
岸
漂
着
物
の
発
生

抑
制
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
使
用
量
削
減
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

Ａ　

市
町
村
と
協
力
し
、
不
法
投
棄
等

の
撲
滅
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
毎
年
実
施
す
る
な
ど
、
漂
着
物
の
発

生
抑
制
に
向
け
た
周
知
・
啓
発
の
取
り

組
み
を
実
施
。
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
県
庁
内
店
舗
で
の
県
職
員
へ
の

レ
ジ
袋
配
布
の
原
則
禁
止
な
ど
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
使
用
削
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
使
い
捨

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
全
般
の
使
用
削
減
に

向
け
、
関
係
団
体
、
県
民
、
行
政
で
構

成
す
る
推
進
組
織
を
設
置
し
、
更
な
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

県
が
管
理
す
る
福
岡

市
の
西
公
園
の
魅
力

向
上
と
、
利
用
者
を

増
や
す
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

Ａ　

西
公
園
の
自
然
や
眺
望
、
歴
史
な

ど
を
生
か
し
て
、
県
民
の
憩
い
の
場
や

観
光
資
源
と
し
て
の
魅
力
を
向
上
す
る

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
多

く
の
県
民
、
観
光
客
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
来
年
度
か

ら
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
展
望
広
場
等

の
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
地
域
住

民
や
観
光
関
係
者
等
の
意
見
を
踏
ま
え

て
、
魅
力
あ
る
西
公
園
と
な
る
よ
う
計

画
を
策
定
し
、
再
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

小
・
中
学
校
教
職
員

の
不
祥
事
防
止
対
策

に
つ
い
て

Ａ　

小
・
中
学
校
教
職
員
の
不
祥
事
防

止
対
策
は
、
服
務
監
督
権
を
有
す
る
市

町
村
教
育
委
員
会
の
自
覚
と
責
任
が
肝

要
と
考
え
る
。
県
教
育
委
員
会
は
、
昨

年
５
月
、
不
祥
事
対
策
に
つ
い
て
、
教

育
長
が
校
長
を
直
接
指
導
す
る
よ
う
要

請
し
た
り
、「
活
力
あ
る
学
校
運
営
の

手
引
」
の
作
成
や
「
不
祥
事
防
止
啓
発

用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
に
よ
る
教
職
員
研
修
も
行

っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
か

ら
は
、
県
と
市
町
村
の
代
表
か
ら
な
る

「
不
祥
事
防
止
対
策
推
進
会
議
」
を
設

置
し
、
小
・
中
学
校
教
職
員
の
不
祥
事

防
止
対
策
を
強
化
し
て
ま
い
る
。

県
内
の
公
共
交
通
分

野
に
お
け
る
経
路
検

索
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
た
め
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
は
、
県
が
主
体
的
に
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
経

路
検
索
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
観

光
面
、
地
域
交
通
活
性
化
の
観
点
か
ら

も
有
意
義
。
そ
の
た
め
、
経
路
検
索
の

推
進
に
取
り
組
む
市
町
村
が
増
え
る
よ

う
、
情
報
提
供
や
個
別
の
助
言
を
行

い
、
経
路
検
索
に
必
要
な
電
子
デ
ー
タ

の
作
成
を
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
市

町
村
が
今
後
作
成
さ
れ
る
経
路
検
索
デ

ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
を
促
し
て

い
く
。

海
外
で
禁
止
や
規
制

強
化
の
方
向
に
あ
る

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド

系
農
薬
と
グ
リ
ホ
サ

ー
ト
剤
に
関
し
、
県
独
自
で
規
制
強
化

等
に
向
け
行
動
を
起
こ
す
べ
き
と
考
え

る
。
農
薬
と
食
の
安
全
性
に
つ
い
て
の

認
識
を
問
う
。

Ａ　

わ
が
国
で
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い

る
農
薬
は
、
国
の
食
品
安
全
委
員
会
に

よ
る
安
全
性
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
は
摂
取

量
が
健
康
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
残
留
基
準
値
を
設
定
。
農
林
水

産
省
は
残
留
基
準
値
を
超
え
な
い
よ
う

使
用
基
準
を
定
め
て
い
る
。
県
は
こ
の

基
準
を
遵
守
し
て
生
産
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

性
暴
力
の
一
つ
で
あ

り
、
乗
り
物
内
で
の

被
害
が
多
い
痴
漢
事

犯
を
減
ら
す
た
め
、

鉄
道
事
業
者
と
連
携
し
た
相
談
窓
口
な

ど
の
広
報
・
啓
発
活
動
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
警
察
は
こ
れ
ま
で
も
鉄
道
事
業

者
と
連
携
し
、
駅
利
用
者
に
対
す
る
モ

ラ
ル
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

防
犯
ブ
ザ
ー
の
無
償
貸
出
し
事
業
、「
痴

漢
・
盗
撮
は
犯
罪
」
を
周
知
す
る
ポ
ス

タ
ー
等
を
製
作
し
電
車
の
中
づ
り
広
告

な
ど
で
啓
発
し
て
き
た
。
相
談
窓
口
を

掲
載
し
た
ポ
ス
タ
ー
掲
示
は
被
害
者
が

相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
一
方
策

で
あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

希
少
種
保
護
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
環
境

審
議
会
の
答
申
内
容

と
、
今
後
の
県
の
取

り
組
み
を
問
う
。

Ａ　

よ
り
一
層
の
希
少
種
の
保
護
及
び

生
物
多
様
性
の
保
全
の
観
点
か
ら
、
新

条
例
制
定
が
適
当
で
あ
る
旨
の
答
申
が

出
さ
れ
、
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に

保
護
す
べ
き
希
少
種
の
指
定
や
捕
獲
の

禁
止
、
外
来
種
を
野
外
等
に
放
つ
行
為

の
禁
止
、
県
が
情
報
収
集
や
研
究
を
行

う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。答
申
を
踏
ま
え
、

外
来
種
の
規
制
を
含
む
希
少
種
の
保
護

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
く
。

知
事
が
首
長
や
住
民

と
の
話
し
合
い
を
実

行
せ
ず
、
住
民
に
寄

り
添
う
姿
勢
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
責
任
逃
れ
、
Ｊ
Ｒ

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

自
民
党
県
議
団

吉村 　悠
（北九州市小倉南区）

民
主
県
政
県
議
団

板橋 　聡
（みやま市）

松尾 嘉三
（春日市）

桐明 和久
（八女市・八女郡）

西元 　健
（築上郡・豊前市）

江頭 祥一
（嘉麻市）

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
（古賀市）

笠　 和彦
（福岡市中央区）

塩川 秀敏
（宮若市・鞍手郡）

佐々木 允
（田川市）

新井 富美子
（久留米市）

後藤 香織
（福岡市早良区）

渡辺 美穂
（太宰府市）

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

《東日本大震災被災者に向け本会議場で黙とう》
　３月11日（一般質問最終日）、未曾有の被害をもたらした東日本大震災の
発生から９年を迎えました。この震災により犠牲となられた全ての方々に対
し哀悼の意を表すため、本会議場において１分間の黙とうをささげました。


